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２０２０年度年間テーマ：「神は今も語っておられる。御言葉の恵みに生きよう。」 

テーマ曲：ワワワいっしょに（９２番） 

暗唱聖句：「永遠の命とは、唯一のまことの神であられるあなたと、あなたのお遣わしになったイエス・キリ

ストを知ることです。」    ヨハネによる福音書 １７章３節 

 

さんびか ２、せかいのともよ 

 

おいのり 礼拝に招かれたことを感謝しましょう 

せいしょ ヨハネの手紙 ― ３章１節 

     御父がどれほどわたしたちを愛してくださるか、考えなさい。 

     それは、わたしたちが神の子と呼ばれるほどで、事実また、そのとおりです。 

 

おはなし わたしたちは神さまの子どもです ―神の子の喜び― 

五十嵐美代枝先生 

天の父なる神さまは、この世界を創られ、最初の人間 アダムとエバを神さまにかたどって

創られ、祝福し、とてもすばらしいと喜ばれました。そしてアダムとエバはエデンの園で神さ

まの子どもとして、神さまと共に幸せに生きていくはずでした。ところが、アダムとエバは蛇

の姿をした悪魔にだまされて、たった一つの神さまとの大切な約束をやぶってしまいました。     

神さまは怒られ、二人をエデンの園から追い出してしまいました。神さまに悪いことを行った

二人はもう神さまの子どもとして生きられなくなりました。そしてこの二人から生まれた子ど

も、その子ども、そのまた子ども、とずっとずっと続いて今も、人間は神さまの子どもとして

生きられなくなりました。私たちは神さまから見たらずっと悪いことをし続ける罪人です。神

さまから離れて生きる罪人は、神さまと共に幸せに生きることはできません。では、そんな私

たちはずっとこのままなのでしょうか。どうすればよいのでしょうか。 

天の父なる神さまは、そんな私たち人間を見捨てることはありませんでした。罪人となっ

た私たちにもう一度神の子として生きる道をつくって下さいました。それはたった一つ。イエ

スさまを罪からの救い主として信じて生きる道です。イエスさまは、私たち罪人を救うため、

私たちの罪をなかったことにするために私たちの代わりに父なる神さまからの罰を受けて下

さいました。それがイエスさまの十字架です。私たちの罪がなかったことになるために、イエ



スさまが私たちの罪を全部背負って死んでくださったのです。その死によって私たちの罪はな

かったこととされたのです。そしてイエスさまの復活を信じ、イエスさまは神の御子、救い主

と信じることにより、私たちはまた神さまの子どもとして生きることができるようになったの

です。これは素晴らしい神さまの愛です。この世界を創られ今も全てを治められておられる全

能の父なる神さまを「天の父なる神さま」と親しく呼ぶことができるという恵み。神さまの子

どもとして神さまの愛をたくさん受けて生きられるという恵み。私たちは今、イエスさまによ

ってこのような素晴らしい恵みのうちに入れられていることを心から感謝し、喜んで生きてい

きましょう。 

 

＜ 子どもと親のカテキズム ＞    神さまと共に歩む道 

日本キリスト改革派教会大会教育委員会 

 

問１ 私たちにとって一番大切なことは何ですか 

答  神さまの子どもとして、神さまと共に歩むことです 

 

問３ 神さまと共に歩むために、罪人である私たちに必要なことは何ですか。 

答  イエス・キリストを信じ、救われて、神さまの子どもとされることです。 

     

⁂ 小さな子どもさんには、話の内容など、年齢に合わせて嚙み砕いてお話してくださいます

ようお願い致します。 

 

（けんきん）再開後にまとめておささげください 

さんびか ３１、わたしたちは主イエスの子ども 

  



 



 


